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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
５
月
９
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
５
月
７
日（
木
）・
11
日（
月
）・ 

18
日（
月
）・
25
日（
月
）は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
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険
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岡
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務
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－
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5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

４
月
か
ら
、
す
べ
て
の
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

を
対
象
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
実
績
に

応
じ
た
年
金
見
込
額
な
ど
、年
金
に

関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
確
認
し
、

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

▽
送
付
周
期　

毎
年
誕
生
月

▽
通
知
内
容

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
な
ど
）

②
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者

が
負
担
し
た
額
）

③
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、

事
業
所
名
称
、
被
保
険
者
資
格

期
間
・
取
得
や
喪
失
の
年
月
日

な
ど
）

④
国
民
年
金
す
べ
て
の
期
間
で
月

ご
と
の
保
険
料

納
付
状
況
（
納

付
、
未
納
、
免

除
な
ど
の
別
）

⑤
厚
生
年
金
の
す

べ
て
の
期
間
の
月
ご
と
の
標
準

報
酬
月
額
・
賞
与
額

⑥
50
歳
未
満
の
方
に
は
、
加
入
実

績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
。
50

歳
以
上
の
方
に
は
、「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
作
成
時
点
の
加
入

制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場

合
の
将
来
の
年
金
見
込
額

※
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停

止
中
も
含
む
）
の
方
に
は
、
年

金
見
込
額
の
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
生
で
前
年
所
得
が
基
準
額
以

下
の
方
を
対
象
に
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
猶
予
と
な
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

大
学
（
大
学
院
）・
短

大
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
・

各
種
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
学

生
※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限

が
1
年
以
上
で
都
道
府
県
の
認

可
を
受
け
て
い
る
学
校
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
夜
間
課
程
、
通
信
制
課
程
、
定

時
制
課
程
も
対
象
と
な
り
ま

す
（
一
部
対
象
外
校
も
あ
り
ま

す
）。

▽
所
得
基
準
額　

学
生
本
人
の
前

　

年
所
得
が
1
1
8
万
円
以
下

（
扶
養
親
族
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
数
に
応
じ
て
加
算
さ

れ
ま
す
）

▽
承
認
期
間　

4
月
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▽
保
険
料
未
納
と
の
違
い

①
老
齢
基
礎
年
金
受
給
や
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請

求
す
る
時
、
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。

②
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
手
続
き　

市
民
課
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
市
民
生
活
課
に
、
年

金
手
帳
や
資
格
取
得
届
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

（
両
面
）、
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ

い
。

※
前
年
度
承
認
を
受
け
、
は
が
き

形
式
の
「
学
生
納
付
特
例
申
請

書
」
が
届
い
て
い
る
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
早
め
に
郵

送
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
受

け
た
方
は
、
保
険
料
を
納
め
な
い

と
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
か

ら
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
し

て
年
金
の
受
取
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
時
は
、
当
時
の
保
険
料
に

加
算
額
が
付
き
ま
す
の
で
、
早
め

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
手
続
き　

豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
に
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
の
上
、
納
付
書
を
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」 

４
月
か
ら
送
付
開
始

追
納
の
ご
案
内

年金相談会

日　時 場　所

５月13日（水）
10：00〜16：00

城崎総合支所
２階 大会議室

６月10日（水）
10：00〜16：00

但東総合支所
２階 大会議室

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

平
成
21
年
度

学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
中
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三
川
山
・
蘇
武
岳
・
妙
見
山

は
、
南
北
に
連
な
る
1
、0
0
0

メ
ー
ト
ル
級
の
但
馬
地
域
の
屋
根

で
す
。
こ
の
屋
根
は
、
日
本
海
が

で
き
る
と
き
に
プ
レ
ー
ト
衝
突
の

力
に
よ
っ
て
で
き
た
大
地
の
割
れ
目

に
、
マ
グ
マ
が
貫
入
し
て
固
ま
っ
た

ひ
ん
岩
（
猿
尾
滝
ひ
ん
岩
）
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
屋
根

に
西
風
が
正
面
か
ら
当
た
り
、
上

昇
気
流
を
発
生
さ
せ
て
雲
が
で
き

ま
す
。
日
本
海
の
暖
流
と
但
馬

地
域
の
地
形
の
た
め
に
、「
弁
当

を
忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
よ
く
降
る
雨
は
年
間

2
、2
0
0
ミ
リ
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ひ
ん
岩
は
、
熱
水

鉱
脈
を
含
み
、
周
辺
の
万
場
・
金

山
峠
な
ど
古
い
金
鉱
山
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ひ
ん
岩
は
、

地
層
が
圧
縮
さ
れ
た
時
、
水
平
方

向
に
も
板
状
に
貫
入
し
ま
す
。

　

阿
瀬
渓
谷
に
48
滝
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
滝
が
多
い
の
は
、
水
平
方
向

に
入
っ
た
ひ
ん
岩
が
堆
積
岩
に
比

べ
て
硬
い
の
で
、
残
っ
て
滝
と

な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
香
美
町
村
岡
区
に
行
く
と
、
北

但
層
群
最
上
位
の
村
岡
層
が
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
。
昆こ

ん

陽よ
う

川
・
湯

舟
川
辺
り
の
村
岡
層
の
砂
岩
泥
岩

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
海
生
の
貝
化

石
が
産
出
し
て
ま
す
。

　

村
岡
区
で
も
香
住
・
竹
野
で
見

つ
か
っ
た
ゾ
ウ
の
足
跡
と
同
じ
地

層
が
あ
る
の
で
調
査
し
た
結
果
、

村
岡
区
入
会
の
湯
船
川
川
床
の
砂

岩
泥
岩
の
中
か
ら
ゾ
ウ
や
サ
イ
の

足
跡
化
石
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
ま
だ
日
本
が
大
陸
の

一
部
で
あ
っ
た
時
の
地
層
で
、
香

住
・
竹
野
と
同
じ
よ
う
に
立
ち
木

の
化
石
が
見
つ
か
る
の
も
特
徴
で

す
。
湖
畔
の
木
々
の
間
を
大
型
哺

乳
類
が
の
し
歩
い
て
い
た
環
境
が

推
定
で
き
ま
す
。

　

村
岡
区
に
は
地
す
べ
り
地
域
が

あ
り
、
棚
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
で
も
新
生
代
以
降

の
堆
積
層
は
風
化
さ
れ
て
変
質
し
、

粘
土
鉱
物
が
で
き
て
地
す
べ
り
を

起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
層
は
、
日
本
海
が

で
き
る
と
き
に
堆
積
し
た
北
但
層

群
が
、
淡
水
性
の
地
質
か
ら
熱
帯

性
の
浅
海
に
変
遷
し
た
様
子
や
プ

レ
ー
ト
が
圧
縮
さ
れ
て
ひ
ん
岩
が

貫
入
し
て
、
陸
地
に
隆
起
し
た
証

拠
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋
高原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世
界ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについ
て、市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の
三木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❺　　　　　　神鍋山（後編）

　

神
鍋
山
一
帯
に
は
、
北
但
層
群

八
鹿
層
・
豊
岡
層
・
村
岡
層
が
分

布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
砂
岩
泥
岩

の
中
か
ら
は
多
く
の
珍
し
い
植
物

化
石
や
動
物
化
石（
主
に
貝
化
石
）

が
見
つ
か
り
ま
す
。

　

日
高
町
万ま

ん

場ば

か
ら
は
、
サ
ッ
パ

な
ど
の
魚
化
石
や
ビ
カ
リ
ア
・
ビ

カ
リ
エ
ラ
・
カ
キ
・
ザ
ル
ガ
イ
な

ど
の
貝
化
石
も
産
出
し
ま
し
た
。

オ
パ
キ
ュ
リ
ナ
と
い
う
有
孔
虫
の

化
石
か
ら
は
、
約
1
、6
0
0
万

年
前
は
亜
熱
帯
の
海
の
環
境
で

あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

北
但
層
群
の
地
質

<神鍋山一帯の東西地質断面図>

<兵庫県の年間総雨量>

▲ビカリエラ ▲サッパ

▲ゾウの足跡

蘇武岳

村岡
村岡層

豊岡層

八鹿層

（泥岩）

（砂岩）

（れき岩）

（安山岩）

高柳層

基盤（山陰花崗岩・矢田川流紋岩）

（猿尾滝ひん岩脈）

稲葉

栃本

道場

江原

姫路
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豊岡

大屋


